
　
白
い
ご
は
ん
に
お
味
噌
汁
、
お
か
ず
に
は
焼
き
サ

ケ
―
。
こ
ん
な
〝
純
和
食
〞
の
朝
食
に
、
ほ
っ
と
す

る
日
本
人
は
少
な
く
な
い
は
ず
だ
。
北
海
道
や
三
陸

沖
な
ど
が
産
地
と
し
て
有
名
な
サ
ケ
だ
が
、
実
際
は

そ
の
半
数
近
く
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。

　
ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
切
り
身
サ
ケ
を
見
る
と
、〝
チ
リ

産
（
養
殖
）〞
の
表
示
が
目
に
つ
く
。
日
本
人
が
消
費

す
る
サ
ケ
は
年
間
約
55
万
ト
ン
。
う
ち
約
３
割
が
、

南
米
チ
リ
か
ら
運
ば
れ
て
き
て
い
る
。
世
界
で
も
一
、

二
位
を
争
う
サ
ケ
輸
出
大
国
チ
リ
。
し
か
し
驚
く
べ

き
こ
と
に
、
か
つ
て
こ
の
国
に
サ
ケ
は
〝
一
匹
も
〞

い
な
か
っ
た
。
豊
富
な
淡
水
、
水
深
の
あ
る
フ
ィ
ヨ

ル
ド
な
ど
、
生
息
地
と
し
て
は
適
し
て
い
た
。
し
か

し
20
世
紀
初
頭
か
ら
幾
度
と
な
く
試
さ
れ
た
移
植
は

す
べ
て
失
敗
に
。
当
時
、
地
方
部
を
中
心
に
貧
困
層

の
多
か
っ
た
こ
の
国
。
１
９
６
９
年
、
新
た
な
産
業

を
開
拓
す
べ
く
、
南
部
２
州
で
サ
ケ
の
移
植
を
念
頭

に
お
い
た
調
査
が
日
本
の
協
力
に
よ
り
始
ま
っ
た
。

　
最
終
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拠
点
と
な
っ
た
の
は
、

南
部
の
町
コ
ジ
ャ
イ
ケ
。
首
都
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
か
ら

１
５
０
０
キ
ロ
に
あ
る
〝
陸
の
孤
島
〞
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

専
門
家
が
赴
任
し
た
の
は
72
年
の
こ
と
。
長
年
、
サ

ケ
ふ
化
事
業
を
手
が
け
て
き
た
長
澤
有
晃
さ
ん
、
淡

水
魚
資
源
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
白
石
芳
一
さ
ん

だ
。し
か
し
、や
っ
と
活
動
の
基
盤
が
固
ま
っ
た
時
に
、

白
石
さ
ん
が
脳
内
出
血
で
急
逝
し
て
し
ま
う
。

　
皮
肉
に
も
、
北
海
道
か
ら
届
い
た
第
一
号
の
サ
ケ

科
の
サ
ク
ラ
マ
ス
の
卵
を
輸
送
し
た
の
は
、
ま
だ
息

が
残
る
白
石
さ
ん
を
首
都
ま
で
運
ん
だ
セ
ス
ナ
機
。

そ
の
す
べ
て
の
役
割
を
担
っ
た
長
澤
さ
ん
い
わ
く
、

ま
さ
に
「
失
わ
れ
る
命
が
あ
れ
ば
、
生
ま
れ
る
命
が

あ
る
」
だ
っ
た
。
そ
し
て
73
年
、
ふ
化
に
成
功
し
た

稚
魚
を
初
め
て
川
に
放
流
。
し
か
し
待
て
ど
暮
ら
せ

ど
、
一
匹
も
返
っ
て
こ
な
い
。
現
地
の
技
術
者
と
と

も
に
、
解
決
策
に
頭
を
悩
ま
せ
る
日
々
が
続
い
た
。

そ
こ
で
、
海
面
の
い
け
す
で
あ
る
程
度
の
大
き
さ
ま

で
育
て
て
か
ら
放
流
す
る
こ
と
に
。
こ
の
方
法
な
ら
、

稚
魚
の
時
に
他
の
魚
に
食
べ
ら
れ
る
リ
ス
ク
は
低
く

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
か
ら
だ
。
さ
ら
に
、
日
本

か
ら
輸
入
し
て
い
た
サ
ケ
の
卵
も
現
地
で
一
か
ら
育

て
る
こ
と
に
し
た
。
親
が
育
て
ば
子
も
育
つ
―
。
そ

ん
な
考
え
か
ら
だ
っ
た
。

　
活
動
が
始
ま
っ
て
10
年
余
り
。
日
本
企
業
ニ
チ
ロ

の
海
面
養
殖
産
業
へ
の
参
入
、
チ
リ
財
団
に
よ
る
大

規
模
事
業
化
な
ど
も
進
み
、〝
チ
リ
の
サ
ケ
〞
に
対
す

る
関
係
者
の
期
待
は
日
に
日
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
し
て
86
年
の
あ
る
日
、
待
ち
に
待
っ
た
瞬
間
が

訪
れ
た
。
コ
ジ
ャ
イ
ケ
か
ら
南
へ
２
２
０
０
キ
ロ
、

ウ
ル
テ
ィ
マ
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
湾
の
河
川
に
７
匹
の

シ
ロ
サ
ケ
が
遡
上
し
た
の
だ
。
そ
の
湾
の
名
は
、
日

本
語
で
〝
最
後
の
希
望
〞。
89
年
に
は
サ
ク
ラ
マ
ス
も

ヘ
ネ
ラ
ル
カ
レ
ー
ラ
湖
に
大
量
回
帰
し
た
。
白
石
さ

ん
の
〝
命
が
生
き
返
っ
た
〞
と
も
思
え
た
。

　
86
年
か
ら
３
年
間
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
し
て
派
遣

さ
れ
て
い
た
酒
井
光
夫
さ
ん
（
独
立
行
政
法
人
水
産

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
遠
洋
水
産
研
究
所
）
は
、「
当
時

は
チ
リ
人
の
技
術
者
と
が
む
し
ゃ
ら
に
働
き
ま
し
た
。

周
り
に
何
も
な
か
っ
た
の
も
あ
り
ま
す
け
ど
（
笑
）」

と
当
時
を
振
り
返
る
。
日
本
国
内
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
支
援
委
員
会
も
設
置
さ
れ
、「
水
産
庁
水
産
研
究

所
の
第
一
線
の
研
究
者
か
ら
、
放
流
、
飼
育
、

餌
料
、
魚
病
な
ど
に
関
す
る
技
術
的
か
つ
政

策
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
た
こ
と
は

大
き
か
っ
た
」
と
酒
井
さ
ん
は
強
調
す
る
。

　
87
年
以
降
は
、協
力
の
主
眼
を
サ
ケ
の〝
移

植
〞
か
ら
〝
養
殖
〞
へ
と
転
換
。
魚
病
・
防

疫
体
制
の
確
立
、
高
品
質
な
配
合
飼
料
の
開

発
な
ど
、
養
殖
に
必
要
な
技
術
の
移
転
が
行

わ
れ
た
。
現
地
の
民
間
企
業
の
参
入
も
次
々

と
進
み
、
89
年
に
は
、
日
本
が
最
大
の
輸
出

先
と
な
っ
て
い
た
。

　
日
本
の
協
力
が
終
わ
っ
た
後
も
、
サ
ケ
養

殖
へ
の
挑
戦
は
続
い
た
。
そ
の
役
割
を
担
っ

た
の
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
ん
で
き
た
チ
リ
の
技
術
者
た
ち
だ
。「
彼
ら

は
〝
学
ぶ
〞
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
と
て
も
ハ
ン
グ

リ
ー
で
し
た
。
自
ら
の
技
術
を
生
か
し
て
そ
れ
ぞ
れ

に
活
躍
の
場
を
見
つ
け
、
サ
ケ
養
殖
産
業
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
ま
す
」
と
酒
井
さ
ん
。
70
年
に
北
海
道

中
標
津
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
で
訪
れ
て
以
来
、
サ
ケ

養
殖
に
人
生
を
さ
さ
げ
て
き
た
、
パ
ブ
ロ
・
ア
ギ
レ

ラ
さ
ん
も
そ
の
一
人
だ
。

　
初
代
専
門
家
の
白
石
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
来

年
で
40
年
。
ま
さ
に
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た

当
時
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
、
チ
リ
の
サ
ケ

養
殖
は
一
大
産
業
へ
と
発
展
し
た
。「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ン
バ
ー
で
再
び
コ
ジ
ャ
イ
ケ
を
訪
れ
、
放
流
さ
れ

た
サ
ケ
が
戻
っ
て
く
る
姿
を
も
う
一
度
見
た
い
と
話

し
て
い
る
ん
で
す
」
と
酒
井
さ
ん
。
20
代
の
若
手
だ

っ
た
彼
は
今
も
な
お
、
水
産
業
界
の
第
一
線
の
研
究

者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　
現
地
の
人
々
の
力
で
継
続
さ
れ
、
着
実
に
実
っ
た

チ
リ
の
サ
ケ
養
殖
産
業
の
成
果
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、

日
本
と
チ
リ
の
強
い
〝
つ
な
が
り
〞
に
な
っ
て
い
る
。

養
殖
産
業
を
発
展
に
導
い
た

チ
リ
人
技
術
者
た
ち

日
本
と
チ
リ
40
年
前
の
出
会
い

日
本
人
の
食
卓
の
定
番
と
い
え
ば
、鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
の〝
サ
ケ
〞。

日
々
の
生
活
の
中
で
、誰
も
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
食
べ
て
い
る
が
、

実
は
そ
の
生
産
の
陰
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
人
の
汗
と
涙
の
物
語
が
あ
る
。

今
か
ら
40
年
前
、南
米
の
チ
リ
を
サ
ケ
の
輸
出
大
国
に
す
べ
く
現
地
に
渡
り
、

奮
闘
を
続
け
た
J
I
C
A
専
門
家
た
ち
が
い
た
。

サ
ケ
輸
出
大
国
の
軌
跡

19691970197219731976 19741981 197919821983198519861989
チ
リ
南
部
の
2
州
で
日
本
政

府
の
支
援
の
下
、大
日
本
水
産

会
が
第
一
次
調
査
を
実
施（
第

二
次
調
査
は
71
年
）。

チ
リ
漁
業
局
の
パ
ブ
ロ・ア
ギ
レ

ラ
さ
ん
が
北
海
道
で
研
修
。

長
澤
専
門
家
、白
石
専
門
家
派

遣
。サ
ク
ラ
マ
ス（
サ
ケ
科
）の
卵

が
日
本
か
ら
到
着
。

サ
ク
ラ
マ
ス
の
稚
魚
を
初
放
流

す
る
も
、一
匹
も
遡
上
せ
ず

（
放
流
は
そ
の
後
も
継
続
）。

白
石
博
士
ふ
化
場
完
成
。

シ
ロ
サ
ケ
の
放
流
開
始
。

エ
ン
セ
ナ
ー
ダ
・
バ
ハ
湾
内
に
い

け
す
を
設
置
。

支
援
対
象
に
カ
ラ
フ
ト
マ
ス（
サ

ケ
科
）を
導
入
。

海
面
養
殖
の
シ
ロ
サ
ケ
か
ら
初

採
卵
。

支
援
対
象
に
チ
リ
国
産
卵（
ニ

チ
ロ
が
生
産
）の
ギ
ン
ザ
ケ
を

導
入
。

飼
料
試
験
工
場
の
運
転
開
始
。

ウ
ル
テ
ィ
マ
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
湾

（
最
後
の
希
望
）の
河
川
に
、シ

ロ
サ
ケ
7
匹
が
遡
上
。

サ
ク
ラ
マ
ス
が
大
量
回
帰
。ギ

ン
ザ
ケ
の
国
産
卵
生
産
を
本

格
的
に
開
始
。

J
I
C
A
の
協
力
終
了
。

1973年、初めてサクラマス（サケ科）を放流1989 年に回帰したサ
クラマス

プロジェクト終了後も、現地の技術者たちが中心となり養殖
が続けられた

日本のスーパーに並んでいるサケ。
よく見てみると〝チリ産”だ

■チリのサケ輸出量
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コジャイケの白石博士ふ化場。現地で亡くなった白石さんの功績を冠して命名された。今もなお、両国
のつながりを示す看板が設置されている

チリ

サンティアゴ

コジャイケ
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